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北
朝
鮮
の
金

総
書
記
が
急
死

し
、
極
東
の
政

局
変
化
に
様
ざ

ま
な
憶
測
が
湧
出
し
て
い
る
。

　

独
裁
者
の
死
亡
と
言
っ
て

も
過
去
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
や

ロ
シ
ア
革
命
の
よ
う
な
政
権

打
倒
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
チ
ャ
ウ

シ
ェ
ス
ク
が
惨
殺
さ
れ
た
激

烈
な
場
面
と
は
無
関
係
で
、

少
な
く
と
も
外
見
で
は
穏
や

か
な
政
権
交
代
が
進
ん
で
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　

だ
が
、
軍
事
最
優
先
で
、

瀬
戸
際
外
交
を
旨
と
す
る
国

が
近
所
に
あ
る
の
を
日
本
は

平
気
で
無
視
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
水
面
下
で
は
共
通

利
害
の
多
い
米
韓
と
真
剣
に

協
議
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

人
口
わ
ず
か
２
千
万
人
そ

こ
そ
こ
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
日
本

の
０
・
３
％
の
極
貧
の
国
だ

か
ら
脅
威
で
は
な
い
が
、
国

民
の
潜
在
能
力
は
高
い
。
む

し
ろ
近
隣
の
一
国
が
崩
壊
す

れ
ば
、
そ
の
衝
撃
の
影
響
の

方
が
大
き
な
懸
念
材
料
で
あ

る
。

　

ま
た
大
阪
市
民
の
中
に
は

北
朝
鮮
を
故
郷
と
す
る
住
民

も
多
く
、
他
人
事
で
は
な
い

不
安
も
多
々
あ
る
だ
ろ
う
。

さ
し
当
た
っ
て
は
国
益
や
利

害
を
超
え
、
偏
見
を
排
し
た

情
報
が
求
め
ら
れ
る
。

協
会
、パ
ブ
コ
メ
で
意
見
提
出

大
阪
選
出
の
３
議
員
と
懇
談

診
療
報
酬
や
指
導
改
善
を
要
請

　

大
臣
折
衝
で
合
意
さ
れ
た

診
療
報
酬
本
体
の
改
定
率
は

プ
ラ
ス
１
・
３
７
９
％
（
約

５
５
０
０
億
円
）。各
科
別
で

は
、
歯
科
プ
ラ
ス
１
・
70
％

（
約
５
０
０
億
円
）、
医
科

プ
ラ
ス
１
・
55
％
（
約
４
７

０
０
億
円
）、調
剤
プ
ラ
ス
０

・
46
％（
約
３
０
０
億
円
）。

　

薬
価
・
材
料
価
格
を
１
・

３
７
５
％
（
約
５
５
０
０
億

円
）
引
き
下
げ
る
た
め
、
ネ

ッ
ト
で
は
コ
ン
マ
３
桁
ま
で

下
り
な
い
と
見
え
な
い
プ
ラ

ス
で
、
金
額
は
16
億
円
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　

歯
科
の
１
・
70
％
、
約
５

０
０
億
円
の
プ
ラ
ス
の
点
数

貼
り
付
け
は
昨
年
来
の
中
医

協
で
の
検
討
を
ふ
ま
え
て
18

日
に
諮
問
さ
れ
２
月
半
ば
に

答
申
さ
れ
る
。
前
回
改
定
と

同
様
に
中
医
協
の
検
討
で
は

病
院
歯
科
に
重
点
を
お
く
傾

　

協
会
は
、
年
末
か
ら
年
始

に
か
け
て
大
阪
選
出
の
国
会

議
員
に
、
患
者
負
担
軽
減
な

ど
で
懇
談
を
申
し
入
れ
、
13

日
ま
で
に
辻
惠
衆
院
議
員

（
民
主
・
大
阪
17
区
）、
竹

本
直
一
衆
院
議
員
（
自
民
・

大
阪
15
区
）、
長
尾
敬
衆
院

議
員
（
民
主
・
大
阪
14
区
）

と
話
し
合
っ
た
。
ど
の
議
員

も
協
会
要
請
事
項
へ
の
理
解

を
示
し
た
。

　

要
請
は
、
①
患
者
窓
口
負

担
の
大
幅
軽
減
、
新
た
な
患

者
負
担
増
計
画
の
撤
回
②
診

療
報
酬
引
き
上
げ
③
社
会
保

険
診
療
報
酬
に
対
す
る
税
制

の
存
続
、
消
費
税
増
税
の
中

止
、
保
険
診
療
の
ゼ
ロ
税
率

適
用
④
負
担
の
範
囲
内
に
保

険
給
付
を
制
限
す
る
「
社
会

保
障
個
人
会
計
」
に
つ
な
が

る
共
通
番
号
制
の
導
入
撤
回

⑤
保
険
の
き
く
範
囲
の
拡
大

―
―
の
５
点
で
、
患
者
署
名

と
会
員
署
名
に
あ
げ
て
い
る

も
の
。

　

辻
議
員
と
は
12
月
23
日
、

堺
市
内
の
議
員
事
務
所
で
１

時
間
に
わ
た
り
懇
談
、
小
澤

力
理
事
長
の
説
明
を
受
け
た

同
議
員
は
、
民
主
党
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
に
そ
っ
て
国
民
生
活

を
守
る
方
向
に
踏
み
出
せ
て

い
な
い
内
閣
を
批
判
し
、
①

診
療
報
酬
引
き
上
げ
②
消
費

税
増
税
ス
ト
ッ
プ
③
共
通
番

号
制
反
対
―
―
の
考
え
を
示

し
た
。
保
険
の
き
く
範
囲
を

広
げ
る
こ
と
に
は
、「（
国
民

か
ら
す
れ
ば
）
当
然
の
こ

と
」
と
し
た
。
弁
護
士
で
あ

る
同
議
員
は
密
室
で
の
強
権

的
な
個
別
指
導
の
あ
り
方
に

関
心
を
示
し
、
協
会
へ
の
資

料
提
供
を
求
め
た
。

　

竹
本
議
員
と
は
１
月
９

日
、
富
田
林
市
内
の
議
員
事

務
所
で
約
30
分
間
懇
談
、
小

澤
理
事
長
の
説
明
に
分
か
り

ま
し
た
と
答
え
、
昨
年
12
月

の
国
会
行
動
で
託
し
た
請
願

署
名
の
提
出
に
つ
い
て
は
勉

強
さ
せ
て
も
ら
う
と
し
た
。

　

長
尾
議
員
と
は
１
月
13

日
、
協
会
事
務
所
で
１
時
間

に
わ
た
り
懇
談
、
厚
生
労
働

委
員
も
務
め
る
同
議
員
は
、

診
療
報
酬
改
定
は
評
価
し
て

く
れ
と
は
言
わ
な
い
が
、
こ

れ
か
ら
も
し
っ
か
り
対
応
し

て
結
果
を
出
し
た
い
と
述
べ

た
。
個
別
指
導
問
題
は
認
知

し
て
い
な
か
っ
た
が
公
権
力

と
し
て
の
運
用
の
あ
り
方
を

調
べ
て
回
答
し
た
い
、
海
外

技
工
は
大
き
な
問
題
と
認
識

し
て
い
る
と
答
え
た
。
ま

た
、
財
源
の
問
題
は
あ
る
が

国
民
皆
保
険
制
度
の
維
持
・

発
展
は
総
論
と
し
て
は
協
会

と
同
じ
問
題
意
識
を
持
っ
て

い
る
と
答
え
た
。

　

懇
談
に
は
小
澤
力
理
事
長

が
毎
回
参
加
し
て
要
望
事
項

を
説
明
、
副
理
事
長
と
地
区

役
員
、
事
務
局
長
ら
が
同
席

し
て
い
る
。

　

18
日
に
は
松
岡
広
隆
衆
院

議
員
（
民
主
・
比
例
近
畿
）、

20
日
に
は
宮
本
岳
志
衆
院
議

員
（
共
産
・
比
例
近
畿
）
と

そ
れ
ぞ
れ
懇
談
を
予
定
し
て

い
る
。

向
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

協
会
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
で
第
一
線
の
現
場
を
担
う

歯
科
診
療
所
を
評
価
す
る
よ

う
求
め
る
こ
と
に
し
て
い

る
。

　

理
事
会
は
、
大
阪
で
３
万

４
０
０
０
筆
、
全
国
で
27
万

筆
を
集
め
た
「
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
を
求
め
る
請
願
署

名
」
や
会
員
署
名
で
国
会
議

員
の
中
に
も
歯
科
医
療
改
善

の
必
要
性
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
に
確
信
を
持
ち
、
来
年

度
予
算
が
審
議
さ
れ
る
２
月

ま
で
請
願
署
名
と
会
員
署
名

を
続
け
る
こ
と
に
し
た
。

　

ま
た
、
理
事
会
で
は
、
府

・
市
町
村
が
実
施
主
体
の
医

療
費
助
成
制
度
を
拡
充
す
る

た
め
、
助
成
年
齢
の
違
い
に

よ
る
歯
科
受
診
動
向
な
ど
を

調
べ
て
い
く
こ
と
な
ど
、
窓

口
負
担
軽
減
の
様
々
な
取
り

組
み
を
進
め
る
。

　

協
会
は
、
歯
科
医
療
改
善

を
求
め
て
２
０
１
１
年
12
月

22
日
、
大
阪
府
と
庁
舎
内
で

交
渉
し
た
。
国
保
問
題
で

は
、
改
善
策
の
「
検
討
」
さ

え
も
拒
否
す
る
な
ど
、
橋
下

前
府
政
下
で
〝
何
も
し
な

い
〞
府
に
変
質
し
て
い
る
姿

勢
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

国
保
で
は
、
短
期
証
を
更

新
す
る
際
に
一
部
の
子
ど
も

が「
無
保
険
」状
態
に
陥
っ
て

い
る
問
題
を
指
摘
し
、
改
善

を
訴
え
た
。
協
会
は
、「『
無

保
険
』
を
な
く
す
た
め
に
、

市
町
村
に
指
導
し
て
ほ
し

い
」
と
再
三
に
わ
た
っ
て
要

望
し
た
。
府
は
「（
改
善
を
）

検
討
す
る
と
は
言
え
な
い
。

ご
意
見
と
し
て
お
聞
き
し
て

お
く
」
と
繰
り
返
す
な
ど
、

無
責
任
さ
が
際
立
っ
た
。

　

４
医
療
費
助
成
対
象
者
へ

の
資
格
書
発
行
の
中
止
の
求

め
で
は
、
府
は
実
態
を
全
く

把
握
し
て
い
な
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。
調
査
を
求
め
た

が
、
府
は
「
こ
こ
で
お
答
え

で
き
な
い
」
と
し
た
た
め
、

協
会
は
「
府
民
の
療
養
権
に

関
わ
る
重
大
な
問
題
だ
」
と

厳
し
く
指
摘
し
た
。

　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
で

は
、
府
は
「
来
年
度
の
引
き

上
げ
は
い
た
し
か
ね
る
」
と

し
て
、
全
国
最
低
の
ま
ま
放

置
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

指
導
に
関
す
る
要
望
に

は
、「
近
畿
厚
生
局
に
伝
え

て
お
く
」
と
昨
年
と
同
じ
回

答
に
終
始
し
た
た
め
、「
伝

言
係
で
は
意
味
が
な
い
。
主

体
性
を
持
っ
て
対
応
す
べ
き

だ
」
と
批
判
し
た
。

　

小
澤
力
理
事
長
は
じ
め
役

員
12
人
が
参
加
し
た
。

全
体
で
０・
０
０
４
％

全
体
で
０・
０
０
４
％

歯
科
本
体
は
１・
７
％
増

診療報酬改定

国保や指導改善で府交渉

平成24年度診療報酬改定に係る
これまでの議論の整理（案）抜粋

〝何もしない〞府政に変質

辻惠議員（中）

竹本直一議員（右から３人目）

長尾敬議員（左）

　

年
末
の
厚
生
労
働
大
臣
と
財
務
大
臣
の
折
衝
で
、
診
療
報

酬
を
ネ
ッ
ト
（
診
療
報
酬
本
体
の
改
定
率
と
薬
価
・
材
料
価

格
の
改
定
率
の
合
計
）
で
０
・
０
０
４
％
引
き
上
げ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
財
務
省
は
当
初
、
技
術
料
本
体
マ
イ
ナ
ス
１
％

を
主
張
し
て
い
た
が
、
協
会
・
保
団
連
の
署
名
運
動
を
は
じ

め
医
療
界
あ
げ
た
診
療
報
酬
改
善
の
運
動
が
、
民
主
党
の

「
歯
科
医
療
議
員
連
盟
」
や
「
適
切
な
医
療
費
を
考
え
る
議

員
連
盟
」
の
プ
ラ
ス
改
定
を
求
め
る
動
き
と
な
り
、
ネ
ッ
ト

で
の
プ
ラ
ス
改
定
を
実
現
し
た
。
協
会
は
14
日
に
開
い
た
理

事
会
で
、
１
月
下
旬
に
あ
る
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
の
意

見
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
募
集
で
具
体
的
要
求
を
出
す

こ
と
、
３
月
20
日
に
御
堂
会
館
で
開
く
新
点
数
中
央
説
明
会

以
後
、
９
地
区
会
場
で
説
明
会
を
開
く
こ
と
な
ど
新
点
数
対

策
を
決
め
た
。

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

「保険で良い歯科」署名
１筆でもご協力ください

今号同封

　協会は、保険で良い歯科医療
の実現をめざして、２月まで請
願署名（患者署名）に取り組ん
でいます。集まった署名は、来
年度予算が審議される通常国会
に提出いたします。署名用紙は
今号に同封しています。ご協力
よろしくお願いします。

【重点課題１】 急性期医療の適切な提供に向けた病院勤務医
等の負担の大きな医療従事者の負担軽減

　１―３救急外来や外来診療の機能分化の推進について
　１―４ 病棟薬剤師や歯科等を含むチーム医療の促進につい

て
【重点課題２】 医療と介護の役割分担の明確化と地域におけ

る連携体制の強化の推進及び地域生活を支え
る在宅医療等の充実

　２―４在宅歯科、在宅薬剤管理の充実について
Ⅰ　充実が求められる分野を適切に評価していく視点
　Ⅰ―７生活の質に配慮した歯科医療の推進について
　Ⅰ―８医療技術の適切な評価について
Ⅱ　 患者からみて分かりやすく納得でき、安心・安全で、生
活の質にも配慮した医療を実現する視点

　Ⅱ―１医療安全対策等の推進について
　Ⅱ―２患者に対する相談支援体制の充実等について
　Ⅱ―３ 診療報酬点数表における用語・技術の平易化、簡素

化について
Ⅲ　 医療機能の分化と連携等を通じて、質が高く効率的な医
療を実現する視点

　Ⅲ―５医療機関間の連携に着目した評価について
Ⅳ　効率化余地があると思われる領域を適正化する視点


